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－ 2014 年一般入学試験（後期募集）－  

 

試 験 科 目 ： 刑 法    

 

1 .  出題 趣旨  

 先 行 者 に よ る 犯 罪 遂 行 の 途 中 か ら 意 を 通 じ て 関 与 し た 者 の

罪 責 や 、 暴 行 後 に 領 得 の 意 思 を 生 じ て 財 物 を 取 得 し た 者 の 罪

責 な ど 、 刑 法 総 論 及 び 各 論 の 基 本 問 題 に つ い て の 理 解 を 問 う

もの であ る 。  

 関 連判 例 は、 大阪 高判 昭 和 6 2・ 7・ 1 0 高 刑 集 4 0 巻 3 0 号

7 2 0 頁、最 決 平 成 2 4・ 11・ 6 刑 集 6 6 巻 11 号 1 2 8 1 頁、大 阪

高判 平成 1・ 3・ 3 判タ 7 1 2 号 2 4 8 頁等。  

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  採点 実感  

 基 本 的 事 項 に つ い て の 理 解 が 正 確 で あ る か 否 か 、 ま た 、 結

論 の 具 体 的 妥 当 性 の み な ら ず 、 結 論 に 至 る 過 程 が 論 理 的 か つ

明快 に示 さ れて いる か否 か を重 視し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  学習 方法  

 条 文（「文 言」）、規 範、具体 的 事 実の 関係 を 意識 しな がら 学

習さ れた い 。  

 

 

 

 

 

 


